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本
学
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
生
中
継 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
と
Ｆ
Ｍ
放
送

の
昼
の
番
組
「
こ
こ
は
ふ
る
さ
と
旅
す

る
ラ
ジ
オ
」
で
６
月
21
日
、
金
沢
学
院

大
学
か
ら
生
中
継
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
本
学
か
ら
出
場
す

る
５
選
手
の
う
ち
、
伊
藤
正
樹
、
嶋
本

麻
美
、
八
木
か
な
え
、
岸
彩
乃
の
４
選

手
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
パ
ス

の
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。 
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金
沢
学
院
大
学
・
短
期
大

学
の
２
０
１
２
年
第
１
回

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は

６
月
17
日
、
校
内
で
開
催
さ

れ
、
参
加
し
た
高
校
生
、
父

母
ら
約
２
５
０
人
が
、
オ
ー

プ
ン
授
業
、
学
食
体
験
、
各

種
相
談
を
通
じ
て
、
本
学
の

教
育
方
針
や
学
生
生
活
に 

 

東高 60 周年式典 

木
谷
辰
夫
校
長
は
式
辞

で
、
「『
創
造
』
の
教
育
理
念

の
下
、
築
き
上
げ
た
伝
統
と

校
風
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

輝
く
未
来
の
創
造
に
全
力
を

尽
く
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

学
校
法
人
金
沢
学
院
の
飛

田
秀
一
理
事
長
は
、
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
で
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に

出
場
す
る
東
高
校
Ｏ
Ｂ
の
伊

藤
正
樹
選
手
（
金
沢
学
院
大

学
大
学
院
）
を
は
じ
め
、
囲 

碁
、
相
撲
な
ど
で
活
躍
す
る

在
校
生
を
紹
介
し
、「
今
後
も

輝
か
し
い
校
史
を
刻
ん
で
い

っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。 

 

理
解
を
深
め
ま
し
た
。 
 

４
学
部
８
学
科
と
短
大

２
学
科
で
そ
れ
ぞ
れ
学
習

内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
た
あ
と
、
２
回
に

分
け
て
延
べ
26
の
オ
ー
プ

ン
授
業
＝
写
真
＝
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

 

相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
入 

試
制
度
、
資
格
・
検
定
、
就

職
支
援
、
女
子
学
生
寮
、
奨

学
金
な
ど
に
つ
い
て
説
明

に
耳
を
傾
け
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。 

 

学
食
体
験
で
は
今
年
初

め
て
、
学
内
特
製
の
弁
当
が

用
意
さ
れ
、
生
徒
、
父
母
が

ゆ
っ
く
り
味
わ
い
ま
し
た
。 

授
業
や
学
食
体
験
、
相
談
も 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ぎ
わ
う 

金
沢
学
院
東
高
校
の
創
立
60
周
年
記
念
式
典
は
６
月
14

日
、
金
沢
市
の
石
川
県
立
音
楽
堂
で
、
在
校
生
、
教
職
員
、

来
賓
ら
約
１
２
０
０
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
60

年
の
伝
統
は
、創
立
以
来
の
一
瞬
一
瞬
の
積
み
重
ね
で
あ
る

と
認
識
し
た
う
え
で
、
個
性
を
引
き
出
す
教
育
を
さ
ら
に
実

践
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

伝
統
は
「
一
瞬
」
の
積
み
重
ね 

個
性
引
き
出
す
教
育
さ
ら
に 

 

谷
本
正
憲
知
事
、
山
野
之 

義
金
沢
市
長
の
祝
辞
の
あ

と
、
生
徒
を
代
表
し
て
生
徒

会
長
の
前
田
主
門
君
（
３
年
）

が
喜
び
の
言
葉
と
し
て
、「
先

輩
方
が
守
り
育
て
た
伝
統
を

誇
り
に
思
い
、
大
き
く
た
く

ま
し
い
銘
木
に
育
て
て
、
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
く
」
と

述
べ
ま
し
た
。 

記
念
演
奏
で
は
、
和
太
鼓

部
の
生
徒
が
、
勇
壮
で
迫
力

の
あ
る
演
奏
を
披
露
し
、
大

き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。 

茂
木
氏
が
記
念
講
演 

 

式
典
に
先
立
っ
て
脳
科
学

者
の
茂
木
健
一
郎
氏
が
「
脳

と
挑
戦
す
る
力
～
可
能
性
・

才
能
の
正
体
と
活
か
し
方
」

の
演
題
で
記
念
講
演
し
ま
し

た
。
茂
木
氏
は
「
最
大
の
欠

点
の
す
ぐ
隣
に
最
大
の
長
所

が
あ
る
。
自
分
の
欠
点
を
人

前
で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語

れ
る
と
、
相
手
の
欠
点
に
も

寛
容
に
な
れ
る
」
と
強
調
し

ま
し
た
。 

 

勇壮な演奏を披露する和太鼓部員 

さらなる発展を誓った東高校創立 60 周年記念式典 
＝石川県立音楽堂コンサートホール 

 


